
電波の基本・利用形態

降雨で弱められる

携帯電話

 

ＰＨＳ

 

ＭＣＡシステム
タクシー無線

 

ＴＶ放送

 

防災行政無線
移動体衛星通信

 

警察無線

 

簡易無線
レーダー

 

RFID

 

アマチュア無線
無線ＬＡＮ（2.4GHz帯）

 

コードレス電話
ＩＳＭ機器

ＵＨＦ
ＦＭ放送(コミュニティ放送)

 

マルチメディア放送
防災行政無線

 

消防無線

 

列車無線
警察無線

 

簡易無線

 

航空管制通信
無線呼出

 

アマチュア無線

 

コードレス電話

ＶＨＦ

船舶・航空機無線

 

短波放送
アマチュア無線

短 波
固定間通信

 

放送番組中継
衛星通信

 

衛星放送
レーダー

 

電波天文･宇宙研究
無線ＬＡＮ（5GHz帯）
無線アクセスシステム(22,26,38GHz帯)
狭域通信システム(ETC)

 

ＩＳＭ機器

マイクロ波
船舶通信

 

中波放送（ＡＭラジオ）
アマチュア無線

 

船舶･航空機用ビーコン

中 波 電波天文

 

衛星通信
簡易無線

 

レーダー

ミリ波
船舶･航空機用ビーコン
標準電波

長 波

波長
周波数

超長波
ＶＬＦ

長 波
ＬＦ

中 波
ＭＦ

短波
ＨＦ

超短波
ＶＨＦ

極超短波
ＵＨＦ

マイクロ波
ＳＨＦ

ミリ波
ＥＨＦ

サブミリ波

10km
30kHz
(3万ﾍﾙﾂ)

1km
300kHz

(30万ﾍﾙﾂ）

100m
3MHz

(300万ﾍﾙﾂ)

10m
30MHz

(3千万ﾍﾙﾂ)

1m
300MHz
(3億ﾍﾙﾂ)

10cm
3GHz

(30億ﾍﾙﾂ)

1cm
30GHz

(300億ﾍﾙﾂ)

1mm
300GHz
(3千億ﾍﾙﾂ)

0.1mm
3000GHz
(3兆ﾍﾙﾂ)

100km
3kHz

(3千ﾍﾙﾂ)

利用技術の難易度

伝送できる情報量

電波の伝わり方

難しい

大きい

直進する

主な利用例

小さい

障害物の後ろに回り込む

易しい

使いやすい帯域→需要大

主に携帯電話、放送、衛星通

 
信等で利用

携帯電話
（700、800、900MHz、

1.5、1.7、2GHz）

船舶無線

 
（VHF他）

ラジオ

 
（長波、中波、短波他）

電波時計

 
（長波）

衛星通信、

 
衛星放送

(BS/CS)

 

（マイクロ波他）

WiFi

 
（2.4、5GHz）

○

 

携帯電話等の普及により、無線局数は大幅に増加

 

（昭和60年：約381万局

 

⇒

 

平成27年：約1億7,755万局）
○ これに加え、多くの免許不要局（無線LAN、コードレス電話等小電力の無線局）等が開設され、様々な電波利用が拡大
○

 

電波は我が国の社会経済活動の重要な基盤となっており、国民生活の利便性向上や経済社会の活性化のために、新たな
電波利用を可能とする周波数の確保や、相互に干渉や混信等の問題が生じないよう適正な電波監理が必要
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